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リハビリテーション室には
理学療法士（PT）、作業療法士（OT）、言語聴覚療法士（ST）

の３職が在籍しています。共通しているのは、障害を負っても患者様が患者様らし
く生きていくために支援をする事です。
私達作業療法士は、主に食事・更衣・トイレ動作等の日常生活動作（ADL）の訓練
を行います。食事は自分で食べる事が困難な患者様もみえ、機能訓練と併用して自
助具を用いる場合もあります。以下に作業療法室が持っている、食事の自助具の一
部を紹介します。 作業療法士 武藤友加里

作業療法の支援について～食事編～

手に変形のある方で
も柄の部分を自由に
曲げて握る事が出来
ます。

スプーンにスポン
ジを巻く事で柄が
太くなり握りやす
くなります。

先が体側に向いてい
る事によって、
スプーンの操作が簡
単になります。

弱い握力でも
簡単に握りこむ事が
出来ます。

スプーンと同様
に左右両方あり
ます。

スプーンが上手に把持できない方への自助具

箸が上手に把持できない方への自助具

利き手に合わせて
左右両方あります。


